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県
労
働
委
員
会
委
員
相
談
が
月
２
回

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
！

多重債務でお悩みの方に！

◆
み
な
み
う
わ
俳
句
会

夏
潮
や
遺
構
と
な
り
し
由
良
衛
所　
　
　
　
　

中
川
千
代
子

鄙ひ
な

に
老
い
終つ
い

の
住
家
や
夏
み
か
ん　
　
　
　
　

安
岡　

紫
峰

駐
在
さ
ん
煙
草
一
服
立
葵　
　
　
　
　
　
　
　

長
尾　

則
夫

街
の
灯
も
肴
の
一
つ
ビ
ー
ル
飲
む　
　
　
　
　

木
村　

智
子

廃
田
の
重
な
る
峡か
い

に
梅
雨
来
た
る　
　
　
　
　

猪
野　

舟
水

浴
室
や
疲
れ
を
癒い
や

す
蝉
時
雨　
　
　
　
　
　
　

宮
下　

峰
月

雨
傘
の
日
傘
と
な
り
し
梅
雨
晴
間　
　
　
　
　

浜　
　

初
栄

凛
と
し
て
う
ば
百
合
開
花
の
日
を
待
て
り　
　

若
林
八
重
子

カ
バ
ン
の
太
き
児こ

の
夏
や
塾
通
う　
　
　
　
　

田
口　

ひ
さ

風
雨
し
ま
く
沿
岸
一
途
夏
遍
路　
　
　
　
　
　

小
島　

泰
子

◆
御
荘
俳
句
会

マ
ニ
キ
ュ
ア
の
指
で
か
け
ら
れ
甘
茶
か
な　
　

山
本　

金
子

新
涼
や
写
経
の
筆
の
進
み
ゆ
く　
　
　
　
　
　

尾
崎　

松
恵

小
米

た
わ
わ
に
な
り
て
ゆ
れ
に
け
り　
　
　

菊
池　

靜
子

海
風
の
道
に
翳か
げ

お
く
秋
あ
き
の
れ
ん
簾　
　
　
　
　
　
　
　

加
洲
勢
津
子

人
去
り
て
太
陽
は
じ
く
櫁
柑
山　
　
　
　
　
　

島
津　

三
甫

◆
檳
榔
子

戸
惑
い
し
こ
と
多
か
り
し
黒
揚
羽　
　
　
　
　

山
口　

和
子

一
品
を
増
や
し
た
つ
も
り
の
冷
奴　
　
　
　
　

若
林
八
重
子

ゆ
っ
く
り
と
歩
む
老
坂
冷
奴　
　
　
　
　
　
　

吉
田
モ
ミ
ヱ

兜
か
ぶ
と
む
し
の
ぼ
り

虫
幟
は
た
め
く
無
人
市　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　
　

菫

冷
奴
白
南
天
の
夫
婦
箸　
　
　
　
　
　
　
　
　

濵
野　

康
子

遠
雷
や
あ
や
ふ
や
な
空
続
き
け
り　
　
　
　
　

工
藤
ミ
ヱ
子

梅
雨
の
旅
皇
后
様
の
子
守
歌　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

朝
子

風
鈴
の
風
の
楽
譜
に
應こ
た

へ
お
り　
　
　
　

三
好
ミ
キ
ヱ

水
平
線
に

む
島
じ
ま
凌の
う

霄ぜ
ん

花か　
　
　
　

小
島　

泰
子

梅
雨
を
病
む
仰ぎ
ょ
う
が臥
漫ま
ん

録ろ
く

う
す
う
す
と　
　

山
岡　

桑
史

◆
西
海
俳
句
会

梅
雨
日
和
人
影
も
な
く
暮
れ
て
ゆ
く

お
迎
え
の
舞
台
と
と
の
え
盆
太
鼓　
　
　

鈴
木　

泊
舟

名
も
知
ら
ぬ
マ
ン
ゴ
ー
届
き
亡
き
夫
へ　

吉
田　

久
江

日
ざ
か
り
の
日
課
歌
聞
く
一
時
間　
　
　

利
根
早
智
江

梅
雨
し
と
ど
地
球
へ
還
る
男
あ
り　
　
　

吉
田　

朝
子

点
滴
の
チ
ュ
ー
ブ
の
向
こ
う
麦
の
秋　
　

吉
田　

寅
恵

夏
潮
や
少
年
魚
の
覗
き
番　
　
　
　
　
　

吉
田　

弘
定

◆
御
荘
短
歌
会

言
葉
出
ず
病
み
ゐ
し
十
年
我
が
夫
よ
逝
き
て
も
十
年
そ
の
声
恋
ほ
し　
　
　
　
　
　
　

市
川
コ
マ
ヱ

七
十
年
寡
婦
と
し
生
き
て
義
母
逝
き
ぬ
三
千
枚
の
写
経
遺
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
下
喜
久
子

稗
取
り
て
田
を
こ
ぶ
る
夫
日
に
や
け
て
う
す
れ
来
た
り
ネ
ク
タ
イ
姿　
　
　
　
　
　
　

西
﨑　

文
惠

夜
の
灯
に
寄
り
来
る
網
戸
の
蛾
を
お
い
て
シ
オ
カ
ラ
蜻
蛉
一
つ
は
な
れ
ず　
　
　
　
　

斉
藤
ト
ミ
子

亡
き
母
の
好
み
着
ま
せ
し
大
島
紬
懐
か
し
け
れ
ど
着
る
こ
と
な
き
か
も　
　
　
　
　
　

佐
藤　

久
子

脱
衣
場
に
脱
ぎ
た
る
夫
の
ジ
ャ
ン
バ
ー
に
小
さ
き
鱗
乾
き
て
光
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　

高
橋
千
代
子

　

県
労
働
委
員
会
で
は
、
厳
し
い
労
働
情
勢
の

中
で
労
働
相
談
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
等
か

ら
、
現
在
月
１
回
実
施
し
て
い
た
委
員
に
よ
る

労
働
相
談
を
7
月
か
ら
月
２
回
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
、
次
回
相
談
日
ま
で
１
か
月

近
く
お
待
た
せ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

回
数
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
急
ぎ
の
相
談
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
は
無
料
で
す
が
予
約
制
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
い
内
容
は
愛
媛
県
労

働
委
員
会
事
務
局
（
℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
９
９
６
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　四国財務局では、借金を抱え悩んでおら

れる方々のための「相談窓口」を設けてい

ます。多重債務問題は必ず解決する問題で

す。悩まずに相談してください。必要に応

じて、弁護士・司法書士などの法律専門家

に引継ぎも行っています。

相談方法　まずはお電話を。（相談無料）

問い合わせ　四国財務局　多重債務相談員

（℡087－831－2155・℻087－862－8780）
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

心配ごと相談室

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）に問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童委
員が相談をお受けします。（1回
の相談人数は8人までで事前に予約が
必要。定員に達した場合は受付を終了）
  ９月８日（火）14時～16時　
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談室
　無料で民生児童委員２名が
日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
  ９月１２日（土）・２４日（木）
　14時～16時
　御荘老人福祉センター

司
法
書
士
全
国
一
斉
成
年
後
見
相
談
会
！

〜
相
続
・
遺
言
・
成
年
後
見
・

悪
質
商
法
に
関
す
る
相
談
〜

（７月受付分）

（７月受付分）
ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう
　

認
知
症
高
齢
者
の
ご
家
族
や
、
支
援
を
行
っ
て
い

る
福
祉
関
係
の
方
、
今
は
元
気
だ
け
ど
、
将
来
に
備

え
て
遺
言
や
任
意
後
見
を
考
え
て
い
る
方
、
そ
の
他

日
ご
ろ
か
ら
不
安
に
感
じ
た
り
、
困
り
ご
と
の
あ
る

方
々
に
お
応
え
す
る
無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
予

約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
23
日（
水
）
【
秋
分
の
日
】

10
時
〜
15
時
（
受
付
は
14
時
30
分
ま
で
）

場
所　

南
予
会
場　

南
予
文
化
会
館
（
宇
和
島
市
中
央
町
２
―

５
―

１
）

問
い
合
わ
せ　

㈳
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
リ
ー
ガ
ル
サ

ポ
ー
ト
え
ひ
め
支
部
事
務
局
（
℡
０
８
９
―

９
４
１
―

８
０
６
５
）

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

県立南宇和病院の「さわやか」医療情報

　県立南宇和病院　内科部長 

杉山　圭
けい

三
ぞう

　先生

　４月に着任いたしました内科の
杉山です。３月までは県立中央病
院総合診療部及び保健福祉部医療
対策課に所属し、へき地医療支援
機構専任担当者として活動してお
りました。県の医療施策に深く関わる立場から、いきな
り地域中核病院の内科勤務という事で、仕事の内容は大
きく変わりました。専門は強いて言うなら「地域医療」
だと思っています。残念ながら南宇和病院は地域医療を
実践していませんので、今は目の前にある診療に専念し
ている状況です。着任してすぐに感じたのは、松山市同
様に愛南町の住民にも「かかりつけ医」という認識が薄
いということです。県立病院に本当の意味での「かかり
つけ医」を求めるのは無理があります。住民の生活環境
や家族構成なども理解し、責任性・包括性・近接性を
もって、病気ではなくその人を診るような診療を継続し
て、協調して行えるような環境は、皆さんの身近な診療
所にこそあると思います。私はそういう医療を応援した
いと思っています。


